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改訂箇所概要

道路管理課



「土木設計マニュアル」の改訂箇所

 20年設計導入に伴う改訂
疲労破壊輪数、設計ＣＢＲ、目標とするＴＡ、n年確率凍結指数、標準舗装構成、修繕
工法の設計フロー、アスファルト舗装とコンクリート舗装の特徴

 新規追加した内容
設計ＣＢＲや目標とするＴＡなどを求めるために必要な要素の算出方法、ＴＡ法に基づ
く舗装断面の設計方法および具体的な設計例、各種維持工法の詳細

 変更した内容
道路拡幅工事における舗装構成の取り扱い、維持修繕工法設計フロー図

 改訂に伴うデータ等の更新
引用図書類、凍結指数、



「土木設計マニュアル」の改訂箇所

 削除した内容
凍結指数等高線図（作業中のため）、近年使用実績の少ない工法（表層複合工法
等）、6章 舗装工と9章 維持・修繕に内容重複のある箇所

 その他
用語の統一、訂正、目次構成



現行マニュアル 改訂版マニュアル

目次構成（6章 舗装工）

検索しやすいよう
に小項目まで記載

道路を設計する流
れに沿った目次構
成に改訂



現行マニュアル 改訂版マニュアル

目次構成（9章 維持・修繕）

道路を維持修繕する流れに沿った目次構成に改訂。



現行マニュアル 改訂版マニュアル

目次構成（9章 維持・修繕）



改訂箇所概要



～6章 舗装工～



6章 1-2(3) 適用基準類

現行マニュアル 改訂版マニュアル

適用基準類を最新版に更新および図書を追加。



6章 1-8-4舗装の性能指標の値（疲労破壊輪数）

現行マニュアル 改訂版マニュアル

疲労破壊輪数に20年設計の値を追加。



6章 1-9舗装の種類

現行マニュアル 改訂版マニュアル

アスファルト舗装の設計年数に20年を追加。



6章 1-9舗装の種類

現行マニュアル 改訂版マニュアル

舗装工種の選定フローを追加。

舗装工種の選定フローはない



6章 2-1-2アスファルト舗装の設計期間

現行マニュアル 改訂版マニュアル

アスファルト舗装20年設計が有効な箇所と有効と思われない箇所を明記。

アスファルト舗装20年設計の
記載はない



6章 2-1-3構造設計の手順

現行マニュアル 改訂版マニュアル

構造設計の手順に設計期間を決定する記述を追加。
また、理論設計への流れを追加（舗装設計施工指針に準ずる）。



6章 2-1-5等値換算係数

現行マニュアル 改訂版マニュアル

加熱アスファルト混合物の等値換算係数について、品質規格に改質アスファルトの
使用も明記、および注釈に換算係数の設定方法について追記。



6章 2-1-8目標とするTA

現行マニュアル 改訂版マニュアル

目標とするＴＡについて20年設計の表を追加。
（通達に従い交通量区分はN5～N7とし、設計ＣＢＲは3～20以上を設定）



6章 2-1-9凍結深さ

現行マニュアル 改訂版マニュアル

凍結指数について、最新データに更新。（28箇所）
（H17～R1の気象データを使用）
※上記以外の箇所は継続改定作業中。



6章 2-1-9凍結深さ

現行マニュアル 改訂版マニュアル

最新データの等高線図は作成中のため、一次削除。

凍結指数等高線図は削除



6章 2-1-10標準舗装構成（例）

現行マニュアル 改訂版マニュアル

標準舗装構成（例）について、交通量区分N7のものを記載。
また、交通量区分N3・4・5のすべての設計ＣＢＲに対する標準舗装構成（例）記載。



6章 2-1-10標準舗装構成（例）

現行マニュアル 改訂版マニュアル

標準舗装構成（例）について20年設計の標準舗装構成（例）を記載。
通達にはなかった交通量区分N7および設計ＣＢＲ12、20以上についても記載。

20年設計の舗装構成に

ついては記載なし



6章 図2-1-4舗装構成の設計例

現行マニュアル 改訂版マニュアル

舗装構成の設計例を示した。

舗装構成の設計例に

ついては記載なし



～9章 維持修繕～



9章 2-1概説(4) 維持修繕における本マニュアル適用上の留意点

現行マニュアル 改訂版マニュアル

適用基準類を最新版に更新および図書を追加。



9章 2-2 維持修繕工法の設計手順

現行マニュアル 改訂版マニュアル

維持修繕工法設計フローについて整理。
（維持修繕の要否判断を分かりやすく表記、修繕工法の設計は図2-2-2に集約。）



9章 2-3 維持工法

現行マニュアル 改訂版マニュアル

維持工法について各維持工法の説明を追加。

ポットホール対策やクラック
シール工法については

詳細な記載なし



9章 2-4-1 修繕工法の設計フロー

現行マニュアル 改訂版マニュアル

修繕工法を選定する4つの図を修繕工法の設計フローに集約。



9章 図2-4-6 修繕時の構造設計例

現行マニュアル 改訂版マニュアル

修繕時の構造設計例に

ついて記載なし

修繕時の構造設計例を示した。



9章 表2-4-4 路上路盤再生工法の適用箇所の条件

現行マニュアル 改訂版マニュアル

路上路盤再生工法の適用箇所を精査。



現行マニュアル 改訂版マニュアル

路上表層再生工法の内容は削除。

9章 2-5 路上表層再生工法

路上表層再生工法の内容を
削除



現行マニュアル 改訂版マニュアル

表層複合工法等の特殊な工法の内容は削除。

9章 2-7 特殊工法

表層複合工法等の特殊な

工法の内容を削除


